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特 集

大学生が動く、
地域と自然のあいだ

３
ペ
ー
ジ
、4
ペ
ー
ジ

亀
井
裕
介
。
福
岡
県
出
身
。
佐
賀
大
学
４
年
生
。
生
粋
の
水
辺

の
ヲ
タ
ク
で
あ
り
、推
し
は
1
、2
ミ
リ
の
小
さ
な
巻
貝
。高
校

2
年
次
よ
り
や
な
が
わ
有
明
海
水
族
館
館
長
（
現
在
は
名
誉

館
長
）
。日
本
テ
レ
ビ
「
超
無
敵
ク
ラ
ス
」
で
は
魚
を
採
集
す
る

シ
リ
ー
ズ
が
20
回
近
く
続
い
た
。

水辺や生き物、地域のことを、

「守るべきもの」としてだけではなく、

「関わりたくなるもの」として。

いま、大学生たちがそれぞれの場所で、

小さくても確かな一歩を踏み出している。

自然と地域のあいだに立ちながら、

自分たちの関わり方をつくっている2つのストーリーを紹介する。

「

関
わ

る

こ
と

」

か
ら

、

未
来
は
ゆ
っ
く
り
動
き
出
す
。

４
ペ
ー
ジ
、5
ペ
ー
ジ

眞
壁
喜
一
郎
。
大
阪
府
出
身
。福
井
県
立
大
学
4
年
生
。
２
０

２
６
年
5
月
1
日
、
福
井
県
小
浜
市
に
、
築
１
２
３
年
の
町
家

を
改
装
し
、「
お
ば
ま
水
族
館
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
日
本
初

と
な
る
大
学
生
が
作
っ
た
水
族
館
と
な
る
。

０２



亀 井 裕 介 さ ん の 本

亀井裕介 著『カメスケのかわいい水辺の生き物』（1）〜（3）やなが
わ有明海水族館 発行／花乱社 発売 各巻1,650円（税込）。亀井
裕介さんが、柳川の掘割や有明海に暮らす生きものを、写真とかわい
いイラストで紹介する図鑑シリーズ。特徴や見分け方、名前の由来、絶
滅危惧種や外来種についても楽しく学べます。身近な水辺を歩いて、
生きものを探したくなる一冊です。
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ただただ生き物ヲタクをしている
大学生の話。

生
き
物
ヲ
タ
ク
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。さ

て
、
自
分
は
九
州
の
片
田
舎
に
生
ま
れ
、
決

し
て
友
達
が
い
な
か
っ
た
か
ら
と
か
で
は
な
く
、

川
や
山
の
生
き
物
と
遊
ぶ
少
年
時
代
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
自
分
か
ら
す
れ
ば
、
川
の
生
き

物
た
ち
は
地
元
の
旧
友
の
よ
う
な
存
在
で
あ

り
、い
わ
ば
川
は"

故
郷"

で
す
。

ま
た
、
小
学
生
の
後
半
ご
ろ
に
は
水
族
館
に
ハ

マ
り
、
自
他
共
に
認
め
親
は
呆
れ
る
水
族
館
ヲ

タ
ク
に
化
し
ま
し
た
。
水
中
は
水
面
と
い
う
世

界
線
を
跨
い
だ
異
世
界
と
も
い
え
ま
す
。
水
族

館
は
、
そ
の
異
世
界
を
水
槽
と
い
う
世
界
線
越

し
に
眺
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
、
水
族
館
が
持
つ
あ

る
種
の
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
よ
う
な
幻
想
感

に
惹
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
親
に
頭
を
下

げ
、
水
族
館
巡
り
を
し
て
い
る
中
で
辿
り
着
い

た
の
が
「
や
な
が
わ
有
明
海
水
族
館(

以
下:

や

な
水)

」
で
し
た
。
こ
の
水
族
館
は
サ
メ
や
イ
ル

カ
は
お
ろ
か
、
熱
帯
魚
も
い
な
い"

地
味
な"

水

族
館
で
す
。
し
か
し
展
示
し
て
あ
る
生
き
物
の

多
く
は
川
の
生
き
物
、
あ
の"

故
郷"

の
生
き
物

た
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
「
川
の
中
に
も
水
族
館
の

世
界
は
広
が
っ
て
い
る
」
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で

す
。

佐賀大学農学部
やながわ有明海水族館

亀井裕介氏

図１ 少年時代の遊び相手「カジカ」

好
奇
の
対
象
と
地
元
の
遊
び
場
が
結
び
つ
い
て

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
先
は

悲
惨
で
す
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
川
川
川
。
休
日
は

自
転
車
を
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
で
漕
い
で

川
池
干
潟
。魚
に
限
ら
ず
、貝
に
虫
に
水
草
、カ

ニ
な
ど
な
ど
水
辺
な
ら
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
の"

ヲ
タ
ク
の
沼"

に
沈
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
救
い
よ
う
の
な
い
ヲ
タ
ク
が
完
成

し
た
わ
け
で
す
が
、
周
り
は
趣
味
に
理
解
の
あ

る
友
人
ば
か
り
だ
っ
た
と
は
い
え
、ヲ
タ
ク
の
肩

身
は
狭
い
も
の
で
す
。
中
学
で
は
生
き
物
で
語

り
合
え
る
友
人
は
0
で
し
た
し
、
生
き
物
を

己
だ
け
で
学
ぶ
に
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
遠
方
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
な
水
が
自

分
に
と
っ
て"

ヲ
タ
ク
の
学
校"

の
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
、
や
な
水
で
生
き
物
を
学
び
、
多
く

の
人
と
繋
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
な

水
に
通
っ
て
い
る
う
ち
に
な
ぜ
か
ス
タ
ッ
フ
に
な

り
、
気
づ
け
ば
副
館
長
に
な
り
、
高
校
2
年
次

に
は
い
つ
の
ま
に
か
水
族
館
の
館
長
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
際
は
多
く
の
方
に
注
目
し
て
い

た
だ
き
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
出
演
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。



■車でお出かけの方
舞鶴若狭自動車道 小浜ICから
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大

学

生
が

町

家
で

始
め

た

小

さ

な

水

族

館

。

福井県立大学
おばま水族館

眞壁喜一郎氏

初
め
ま
し
て
。
お

ば
ま
水
族
館
創

設
者
兼
館
長
の

眞
壁
喜
一
郎
で

す
。
今
年
で
22
歳
、

大
阪
府
高
槻
市

出
身
の
福
井
県

立
大
学
4
年
生

で
す
。

２
０
２
６
年
5

月
1
日
、
福
井
県

小
浜
市
に
、
日
本

初
と
な
る
大
学

生
が
作
っ
た
水
族

館
「
お
ば
ま
水
族

館
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

こ
こ
は
海
、
山
、

川
、
そ
し
て
湖
に

囲
ま
れ
た
最
高
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
、
築
１
２
３
年

の
町
家
を
改
装
し

た
水
族
館
で
す
。

NEXT PAGE
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大
学
4
年
と
な
っ
た
今
は
、
水
族
館
の

館
長
は
引
退
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

元
々
の
才
能
で
あ
る
生
き
物
ヲ
タ
ク
と
、

高
校
の
時
に
培
っ
た
喋
る
力
を
駆
使
し

て
、
講
座
や
観
察
会
な
ど
、
多
く
の
方
に

生
き
物
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

近
年
、
よ
り
大
声
で
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
自
然
環
境
保
全
に
は
、
多
方
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
の
中
で
、自
分
は
啓
発
と
い
う
と
こ
ろ

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
水
辺
か
ら
関
心
が

失
わ
れ
る
と
、
水
辺
の
環
境
は
目
を
向

け
ら
れ
な
く
な
り
、
悪
化
す
る
一
方
で

す
。
水
辺
を
良
く
す
る
に
は
、
水
辺
に
関

心
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
か
ら
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
種
多
様
な
趣
味
が
渦
巻
く

現
代
に
お
い
て
、
己
の
好
奇
を
発
散
で

き
る
場
所
は
少
な
い
で
す
。
彼
ら"

ヲ
タ

ク
の
卵"

た
ち
の
居
場
所
を
作
る
こ
と

も
、
明
日
の
自
然
環
境
保
全
へ
の
貯
蓄

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
方
に
生
き
物
や
水
辺
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
。
生
き
物
の
生
息
地
と

生
き
物
ヲ
タ
ク
の
生
息
地
を
作
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
に
人
生
を
懸
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
水
辺
や
生
き
物
と

関
わ
る
の
は
楽
し
い
で
す
し
ね
！

図２ やながわ有明海水族館

生き物の生息地と
生き物ヲタクの生息地を。



お
ば
ま
水
族
館
を
運
営

す
る
の
は
、全
員
が
海
洋
生

物
資
源
学
部
の
学
生
で
す
。

授
業
優
先
の
た
め
実
験
の

あ
る
日
は
休
館
で
す
が
、休

館
日
に
は
総
出
で
海
か
ら

海
水
を
運
び
、
夜
遅
く
ま

で
楽
し
そ
う
に
作
業
を
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
学
生
メ
ン
バ
ー
は

40
人
ほ
ど
。
こ
れ
は
同
学
年

の
約
4
人
に
1
人
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
水
族
館
は
、
単
に

魚
を
展
示
す
る
場
に
留
ま

ら
ず
、
数
年
で
街
を
去
っ
て

し
ま
う
学
生
た
ち
が
地
域

の
人
々
と
深
く
関
わ
る
た

め
の
「
ハ
ブ
」
に
な
っ
て
い
ま

す
。
活
動
を
知
っ
た
近
所
の

方
が
椅
子
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
る
な
ど
、地
域
と
学
生

が
温
か
く
溶
け
合
う
光
景

が
日
々
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

大学生が作った小さな町家水族館、おばま水族館

お
ば
ま
水
族
館
を

始
め
た
経
緯

海
の
な
い
大
阪
の
山

間
部
で
育
っ
た
私
が
魚

に
の
め
り
込
ん
だ
の
は
、

小
学
生
の
夏
。
砂
浜
で

小
さ
な
網
を
使
い
、
や
っ

と
の
思
い
で
1
匹
の
魚

を
捕
ま
え
た
時
の
感
動

が
原
点
で
す
。

大
学
進
学
の
た
め
に

福
井
県
小
浜
市
へ
や
っ

て
く
る
と
、
こ
こ
に
は
豊

か
な
海
や
湧
き
水
、
渓

流
が
あ
り
、
淡
水
魚
か

ら
外
海
の
魚
ま
で
10
分

以
内
で
獲
れ
る
魅
力
的

な
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
魚

に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に

小
浜
に
は
水
族
館
が
な

い
。
大
学
で
学
ぶ
養
殖

な
ど
の
知
識
を
応
用
し
、

学
生
た
ち
の
「
好
き
」
と

い
う
熱
量
を
地
域
に
還

元
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
面

白
い
場
所
が
で
き
る
。

そ
う
確
信
し
、
1
年
生

の
冬
か
ら
夢
に
向
け
て

動
き
出
し
ま
し
た
。
地

道
な
企
画
書
づ
く
り
か

ら
始
め
、
建
築
士
さ
ん

や
、
私
た
ち
の
熱
意
を

面
白
が
っ
て
く
れ
た
物

件
オ
ー
ナ
ー
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

古
民
家
の
美
し
さ
を
活

か
し
た
木
造
造
り
の
町

家
水
族
館
が
形
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

水槽の中身が空の時でも配線の位置やコード
類の隠し方など、決めることは山のようにあった

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、

「
日
本
一
、
住
み
た
い
と
思
え

る
水
族
館
」
で
す
。
館
内
は

「
一
学
生
一
水
槽
シ
ス
テ
ム
」

と
な
っ
て
お
り
、
各
自
が
担
当

の
水
槽
で
大
好
き
な
世
界
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
「
な
ぜ
そ

の
魚
に
惹
か
れ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
各
々
の
熱
い
背
景
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
魚
と
の
距
離
が

非
常
に
近
く
、
唯
一
無
二
の

展
示
が
生
ま
れ
ま
す
。
1
階

は
「
歩
い
て
見
る
水
族
館
」
、

2
階
は
静
か
な
町
家
の
空
気

の
中
で
ゆ
っ
く
り
魚
を
眺
め

る
「
座
っ
て
見
る
水
族
館
」
で

す
。
た
だ
魚
を
見
る
だ
け
で

な
く
、
古
民
家
の
歴
史
そ
の

も
の
を
感
じ
て
も
ら
う
空
間

づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「

好
き
」
と
い
う
ピ
ュ
ア
な
情

熱
が
集
ま
れ
ば
、
苦
労
さ
え

も
ワ
ク
ワ
ク
に
変
わ
り
ま
す
。

若
者
た
ち
が
大
好
き
な
も
の

を
「
好
き
」
と
言
え
る
場
所
が

小
浜
か
ら
全
国
へ
、
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

生
き
も
の
を
伝
え
る
場
づ
く
り
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

大
学
生
が
地
域
で

水
族
館
を
つ
く
る
こ
と

出来上がった水槽を講評し合う学生たち

０５ 霞ヶ浦アカデミー会報「海夫通信」53号
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講演会 「ニホンウナギ復活大作戦」を開催しました

講演会での主なテーマ
・どこで生まれ、どのように霞ヶ浦にくるのか
・放流はどんな役割を持つのか
・効果的なシラスウナギ放流の方法はあるのか

5月17日、行方市玉造公民館にて、講演会「ニホンウナギ復活大

作戦」を開催し、15名の方にご参加いただきました。

講師：

・水産研究・教育機構 水産資源研究所 横内一樹 先生

（ニホンウナギの回遊、最新の研究成果の話題など）

・同 福田野歩人 先生（シラスウナギの放流方法など）

身近な霞ヶ浦から、全国的なウナギの資源問題までを学び考える

時間になりました。

霞ヶ浦アカデミーは今後も水辺や生き物、地域の暮らしについて

学ぶ機会を続けていきたいと思います。

ダンゴムシは誰もが一度は見たことがある身近な

生き物ではないでしょうか。子どものころ、公園や庭

の石をめくって見つけたり、手に乗せて丸くなる様

子を楽しんだり、家に持ち帰って飼ってみたりした思

霞ヶ浦の水中でくらす

ダンゴムシ
国立環境研究所

中西 康介

湖岸24地点で、ヨシ帯などをたも網ですくい

取り、コツブムシの分布を調べました。その結

果、15地点でシナコツブムシの分布を確認

することができました。一方、過去に記録され

ていた他の2種類のコツブムシは見つかりま

せんでした。

霞ヶ浦アカデミーの活動をきっかけに、これ

までほとんど注目されていなかった霞ヶ浦の

コツブムシの現状が少しずつ明らかになって

きました。シナコツブムシは1 cmにも満たな

い小さな生き物ですが、湖底やヨシなどに付

着した有機物を食べる「分解者」として、霞ヶ

浦の生態系を支える重要な役割を担ってい

る可能性があります。今後、どのような環境に

多く生息しているのか、どのような生活を送っ

ているのかなど、詳しく調べる必要があります。

みなさんも、霞ヶ浦の湖畔を訪れたときには、

ぜひ「水中のダンゴムシ」にも思いをはせて

みてください。

い出がある方も多いと思います。では、水の中で暮らすダンゴムシの仲間

がいることをご存じでしょうか。実は霞ヶ浦にも、水中で生活するダンゴム

シの仲間である「コツブムシ」が生息しています。陸上のダンゴムシのよう

な完全な球状にはなりませんが、手でつかむと体を丸める様子は、まさに

「水中のダンゴムシ」です。

2026年1月、霞ヶ浦アカデミーの活動の一環で、行方市のビオトープ造

成予定地周辺の生物調査を行ったところ、霞ヶ浦のヨシ帯からコツブムシ

の一種が採集されました。コツブムシの仲間は種類が多く、種類を見分け

ることは簡単ではありません。肢（あし）の形や毛の数などを詳しく調べる

必要があります。そこで、等脚目（コツブムシ、ダンゴムシ、ワラジムシなど

を含むグループ）の分類の専門家である布村昇氏（金沢大学）に標本を

送り、詳しく同定していただいたところ、採集された個体はシナコツブムシ

（キスイコツブムシ）Gnorimosphaeroma chinenseであることがわか

りました。

これまで霞ヶ浦からは、シナコツブムシにくわえ、チョウセンコツブムシG. 

naktongenseとヨツバコツブムシSphaeroma retrolaevisの計3種類

のコツブムシが記録されていました。しかし、その記録はいずれも20年以

上前のものであり、現在、どこにどのような種類のコツブムシが生息して

いるのかは、ほとんどわかっていませんでした。そこで、霞ヶ浦（西浦）の

<参考文献>
中西康介・古川真莉子・布村昇・上野隆平（2026）霞ヶ浦（西浦）における
イソコツブムシ属の分布状況．水生動物2026：AA2026-53．



霞
ケ
浦
大
橋
か
ら
の
眺
め
、

い
つ
も
美
し
い

５
月
13
日
晴
れ
、霞
ケ
浦
湖
岸
を
歩
い

た
。
霞
ケ
浦
大
橋
か
ら
の
眺
め
は
、
い
ま

も
美
し
い
。
橋
上
か
ら
の
湖
水
も
、
美
し

い
。橋

下
の
湖
岸
に
小
型
魚
の
魚
群
発
見
。

ハ
ク
（
ボ
ラ
の
稚
魚
）
か
な
？
と
思
っ
た

が
、
動
き
が
違
う
。
ハ
ク
は
湖
底
に
付
着

し
た
有
機
物
を
食
む
が
、
こ
の
魚
群
は

水
面
に
浮
か
ん
だ
ゴ
ミ
状
の
物
を
食
ん

で
い
る
。
ワ
カ
サ
ギ
の
稚
魚
で
は
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
今
年
、
ワ
カ
サ
ギ
豊
漁
？
投

網
が
あ
れ
ば
確
認
で
き
た
の
に
残
念
。

ナ
ン
だ
夢
か
、ユ
メ
で
ゴ
メ
ン

昨
夜
の
夢
、
わ
た
し
は
、
夜
の
湖
岸
の

砂
浜
に
立
っ
て
い
る
。
暗
闇
か
ら
網
を

持
っ
た
人
の
乗
っ
た
船
が
、
次
か
ら
次
へ

と
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
や
っ
て
く
る
。
ワ

カ
サ
ギ
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
網
で
す

く
っ
て
い
る
の
だ
。

投
網
が
あ
れ
ば
、
ボ
ク
も
と
れ
る
の
に
、

残
念
。

７
月
21
日
、
ワ
カ
サ
ギ
解
禁
、
今
年
も

ワ
カ
サ
ギ
不
漁
ら
し
い
、
昨
日
の
ス
ー

パ
ー
に
は
鮮
度
の
い
い
シ
ラ
ウ
オ
が
並
ん

で
い
た
が
、
ワ
カ
サ
ギ
は
輸
入
品
、
買
わ

な
か
っ
た
。

高
浜
へ

張
網
が
数
か
所
で
見
ら
れ
た
。張
網
を

み
る
こ
と
が
で
き
て
ホ
ン
ト
よ
か
っ
た
。

皆
無
の
時
代
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。で
も
、

何
を
と
る
の
だ
ろ
う
？
船
溜
ま
り
の
バ

ケ
ツ
に
は
、
チ
ャ
ネ
ル
キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ

シ
ュ
（
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
）
が
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ぁ
、
魚
粉
に
し
て
ペ
ッ
ト
の
餌
に

な
る
の
か
な
。

船
溜
ま
り
の
周
り
に
砂
が
溜
ま
っ
て
い

て
、そ
の
小
さ
な
砂
浜
に
は
ゴ
ミ
が
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
中
に
魚
類
の
死

骸
も
み
ら
れ
る
が
、
カ
メ
類
の
死
骸
発

見
。
カ
メ
の
死
骸
を
一
か
所
で
数
個
体

見
た
の
は
、
ボ
ク
生
ま
れ
て
初
め
て
。
ど

う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
？

魚
を
し
ら
べ
る

こ
れ
は
５
月
13
日
、沖
洲
地
先
の
人
工

砂
浜
50
メ
ー
ト
ル
間
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
た
各
種
の
個
体
数
だ
。

こ
の
時
期
に
、
産
卵
を
終
え
た
フ
ナ
の

死
体
を
見
る
の
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で

は
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
種
の
死
骸
に
出

会
う
の
も
希
だ
。
こ
れ
は
、
「
歴
史
的
不

漁
」
に
関
係
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
、

し
ゅ
く
だ
い
、宿
題
。

浜田篤信
東北大学農学部修士課程修了(海洋学専攻)。農学博士。
東北大学助手を経て、茨城県水産試験場内水面試験場に
勤務。茨城県内水面水産試験場長として活躍後、 (有)霞ヶ
浦生態系研究所を設立。霞ヶ浦アカデミー監事。

霞ヶ浦大橋から浮島を望む

101匹 ２６匹

９匹

３匹 １匹

０７ 霞ヶ浦アカデミー会報「海夫通信」53号



ＮＰＯ法人霞ヶ浦アカデミーは、みなさまのご支援により活動を
継続できています。活動を共にしてくれる、また応援してくれる会
員を募集しています。ご協力よろしくお願いいたします。
普通会員 入会金 １，０００円 ／ 年会費 ３，０００円
賛助会員 １口 １０，０００円
[入会の方法]氏名、住所、連絡先、会員の種類をご記載の上

、お気軽にメールください
メールアドレス kasumigaura.academy@gmail.com

会 員 募 集

今回のテーマ： 河童伝説の地 手奪橋（てうばいばし・てばいばし）

鉾
田
市
鹿
田
と
行
方
市
玉
造
を
結
ぶ
県

道
１
１
６
号
線
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
芹

沢
付
近
で
欄
干
に
河
童
の
像
が
あ
る
橋
に

さ
し
か
か
り
ま
す
。
梶
無
川
に
か
け
ら
れ
た

「
手
奪
橋
」
で
す
。
「
手
奪
」
と
は
お
だ
や
か

で
な
い
橋
名
で
す
が
、
こ
の
地
に
伝
わ
る
次

の
よ
う
な
民
話
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
へ
移
ろ

う
と
し
て
い
た
頃
。
領
内
の
見
廻
り
を
終
え

た
芹
沢
の
殿
様
が
、
こ
の
橋
の
中
ほ
ど
に
さ

し
か
っ
た
と
こ
ろ
、
童
の
よ
う
な
何
者
か

（
河
童
）
に
馬
の
尾
を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
川
に
引

き
ず
り
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
殿

様
は
、
悪
さ
を
す
る
河
童
を
懲
ら
し
め
て

や
ろ
う
と
刀
で
切
り
つ
け
ま
す
。河
童
は
悲

鳴
を
上
げ
て
川
の
中
へ
。
殿
様
が
お
屋
敷
に

も
ど
る
と
、
馬
の
尾
に
は
河
童
の
腕
が
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
屋
敷
を
訪
れ
た
河
童
は
、
殿
様

に
懇
願
し
て
腕
を
返
し
て
も
ら
い
、
お
わ
び

に
傷
に
効
く
と
い
う
妙
薬
の
作
り
方
を
伝

授
し
ま
し
た
。
傷
薬
は
芹
沢
家
で
代
々
伝

え
ら
れ
、多
く
の
人
を
救
い
ま
し
た
。
ま
た
、

河
童
は
お
屋
敷
に
、
毎
日
魚
を
届
け
る
こ

と
も
約
束
し
、
自
身
が
死
ぬ
ま
で
続
け
ま

す
。
河
童
は
後
に
手
接
明
神
と
し
て
祀
ら

れ
ま
し
た
。

川
に
現
れ
る
妖
怪
、河
童
。
そ
の
伝
説
や
物
語
は
全
国
各
地
に
伝

わ
っ
て
お
り
、
行
方
に
も
霞
ヶ
浦
に
注
ぐ
梶
無
川
（
か
じ
な
し
が

わ
）
を
舞
台
に
し
た
「
河
童
の
恩
返
し
伝
説
」
が
あ
り
ま
す
。今
回

は
、
そ
ん
な
河
童
伝
説
の
地
「
手
奪
橋
」
を
訪
ね
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら

れ
き
し
さ
ん
ぽ

霞
ヶ
浦

歴
史
散
歩

手
奪
橋

０８

い
つ
も
は
通
り
す
ぎ
て
し
ま
う
手
奪
橋
を
、
初
夏

の
夕
暮
れ
時
に
訪
れ
ま
し
た
。
辺
り
は
田
が
広
が

る
ば
か
り
で
人
影
は
な
く
、
車
も
ほ
と
ん
ど
通
り

ま
せ
ん
。
橋
の
途
中
で
立
ち
止
ま
り
川
を
の
ぞ
き

込
む
と
、
浅
瀬
で
水
か
さ
も
な
い
の
に
、
引
き
こ
ま

れ
る
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

と
も
す
れ
ば
、
忘
れ
去
ら
れ
そ
う
に
な
る
民
話

や
言
い
伝
え
。
手
奪
橋
の
欄
干
に
鎮
座
す
る
河
童

は
、
静
か
に
今
の
世
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

▲欄干の河童像
Writer Ｓａｉｋｉ・Ｈ
プロフィール：鹿行地区在住。
地域のイベントなどを取材し、
紹介しています。



Writer 西谷篤彦
元大学病院薬剤部・(独)医薬品医療機
器総合機構勤務薬剤師。霞ヶ浦アカデ
ミーの会員で、故郷の環境保全、地方活
性化を願いつつ横浜と霞ヶ浦の家との二
地域居住生活を続けている。

4
月
か
ら
の
連
休
中
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
友
人
が
来
日
し
ま
し
た
。
そ
の

友
人
は
日
本
の
自
然
、
食
文
化
が
と

て
も
好
き
で
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工

場
見
学
を
希
望
さ
れ
た
の
で
、
案
内

し
ま
し
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
は
横
浜

市
鶴
見
区
生
麦
に
建
っ
て
い
て
工
場

見
学
し
た
後
、
周
り
の
新
緑
の
美
し

い
敷
地
内
を
散
策
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
約
１
９
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ビ
オ

ト
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
（B

io
to

p

）
と
は
、
メ

ダ
カ
や
水
草
、
昆
虫
な
ど
の
野
生
生

物
が
本
来
の
自
然
の
姿
で
生
息
・
生

育
で
き
る
空
間
の
こ
と
で
す
。
ド
イ

ツ
語
の
「B

io

（
命
）
」
と
「To

p

（
場

所
）
」
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
庭

や
ベ
ラ
ン
ダ
に
作
っ
た
小
さ
な
水
辺

空
間
か
ら
、
森
や
池
な
ど
の
広
大
な

自
然
環
境
ま
で
を
指
し
ま
す
。

実
は
こ
こ
は
２
０
１
９
年
9
月
７
～

８
日
全
国
ト
ン
ボ
市
民
サ
ミ
ッ
ト
横

浜
大
会
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
見

学
し
た
こ
と
が
あ
る
場
所
で
し
た
。

当
時
の
説
明
で
ト
ン
ボ
は
環
境
を
見

る
指
標
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
そ

の
た
め
に
工
場
敷
地
内
に
ト
ン
ボ
が

飛
び
交
う
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
っ
て
、
京

浜
臨
海
工
業
地
帯
の
中
で
も
野
生

生
物
が
共
存
・
共
生
で
き
る
環
境
を

保
全
・
創
出
し
て
い
て
、地
域
の
本
来

の
自
然
環
境
（
在
来
種
）
を
守
る
自

然
豊
か
な
場
所
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ

（
共
通
価
値
の
創
造
：Cre

a
tin

g
 

S
h
a

re
d

 
V

a
lu

e

）
に
力
を
入
れ
て

い
て
都
市
の
環
境
再
生
、
都
市
の
中

で
の
生
物
多
様
性
の
保
全
・
再
生
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
経

営
と
は
、
企
業
が
本
業
を
通
じ
て
社

会
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
社
会
的

価
値
と
経
済
的
価
値
（
利
益
）
の
双

方
を
同
時
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
す

経
営
手
法
の
こ
と
で
す
。
「
コ
ス
ト
の

か
か
る
社
会
貢
献
」
で
は
な
く
、
事

業
戦
略
そ
の
も
の
と
し
て
社
会
課
題

を
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
変
え
る
点
が
特

徴
で
す
。

先
日
訪
れ
た
と
き
は
ビ
オ
ト
ー
プ

の
周
辺
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た
緑
地

帯
に
蝶
が
舞
う
緑
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の

看
板
が
あ
り
ま
し
た
。横
浜
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
生

ビ
ー
ル
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
付
き
工
場

見
学
と
緑
地
ビ
オ
ト
ー
プ
を
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

本日は、ひたすら漕ぐ練習です。
霞ヶ浦を高須崎から天王崎まで往復。
風は弱く、しかも東風で波はおだやかで、いい条件でした。
いや～疲れた。

カヌークラブからカヌークラブから

京浜臨海地区のビオトープ（Biotop）

写真:キリンビール横浜工場のビオトープ案内板

０９ 霞ヶ浦アカデミー会報「海夫通信」53号

行方カヌークラブHP

丹沢湖の大会で2人とも入賞！

7月5日、神奈川県山北町の丹沢湖で「第26回カ

ヌー・SUPマラソンIN丹沢湖」が開催され、行方カヌーク

ラブから2人が出場しました。森林に囲まれた湖を舞台

に、5キロと10キロのコースで競う大会です。1998年に

山北町で開催された「かながわ・ゆめ国体」のカヌー競

技をきっかけに始まり、カヌーの普及と地域振興を目的

に続けられています。今回、クラブから参加した2人は、

日頃の練習の成果を発揮し、そろって見事入賞しました。

霞ヶ浦とは違う自然環境の中で漕ぎ、他地域の選手と

競う貴重な機会となりました。おめでとうございます！



魚道

常陸川水門

２
０
２
５
（
令
和
7
）
年
３
月
31
日
午
前
3

時
、水
中
に
差
し
入
れ
た
撮
影
カ
メ
ラ
の
照
明

に
、
上
流
に
向
か
っ
て
泳
ぐ
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が

次
々
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。
魚
道
の
運
用
改
善

の
一
部
が
間
に
合
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
て
、

ほ
っ
と
し
た
。
魚
道
で
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
撮
影

を
始
め
た
の
は
２
０
２
２
（
令
和
4
）
年
５
月

な
の
で
、
遡
上
す
る
多
く
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を

見
る
ま
で
に
ほ
ぼ
3
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
と
は
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
の
こ
と
で
、

は
る
ば
る
グ
ア
ム
島
付
近
か
ら
黒
潮
に
乗
っ
て

霞
ヶ
浦
ま
で
や
っ
て
き
た
の
だ
。
黒
潮
の
蛇
行

が
お
さ
ま
っ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

２
０
２
５
年
は
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
こ
こ
数
年
で

最
も
多
い
年
と
な
っ
た
。多
い
と
い
っ
て
も
百
分

の
一
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
百
分
の
二
に
な
っ

た
だ
け
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

が
多
く
な
る
直
前
に
魚
道
の
改
善
が
で
き
た

の
だ
。

こ
こ
で
少
し
常
陸
川
水
門
魚
道
に
つ
い
て
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。霞
ヶ
浦
は
利
根
川
を
通

じ
て
海
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
海
水
が
出
た
り

入
っ
た
り
す
る
汽
水
湖
だ
っ
た
が
、
霞
ヶ
浦
の

最
下
流
、
利
根
川
と
の
合
流
地
点
の
直
前
に

常
陸
川
水
門
、
通
称
逆
水
門
が
建
設
さ
れ
た

（
図
1
）
。１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
完
成
し
、

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
か
ら
利
根
川
を
遡
上

し
て
く
る
海
水
を
霞
ヶ
浦
に
入
れ
な
い
淡
水

化
と
そ
の
淡
水
を
貯
め
る
水
位
管
理
が
実
施

さ
れ
、
水
門
は
完
全
に
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
海
か
ら
や
っ
て
く
る
魚
は

霞
ヶ
浦
に
入
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
問

題
と
し
た
多
く
の
漁
業
協
同
組
合
や
市
民
団

体
の
活
動
に
よ
り
、２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に

よ
う
や
く
魚
道
が
設
置
さ
れ
た
（
表
題
写
真
）
。

誤
解
し
て
い
る
人
が
多
い
の
だ
が
、
こ
の
常
陸

川
水
門
魚
道
は
常
に
開
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
魚
道
に
も
水
門
（
ゲ
ー
ト
）
が
あ
り
、

海
水
を
上
流
に
入
れ
な
い
た
め
に
、
上
流
の

霞
ヶ
浦
側
の
水
位
が
下
流
の
海
側
の
水
位
よ

り
高
い
時
だ
け
、
ゲ
ー
ト
が
開
い
て
水
が
流
れ

る
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
限
ら
れ
た
時

間
の
み
生
き
物
が
魚
道
を
通
る
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
流
れ
は
上
流
か
ら
下
流
へ
の
一
方
通

行
で
あ
る
（
図
２
と
３
）
。小
さ
い
逆
水
門
を
も

う
一
つ
作
っ
た
だ
け
と
も
い
え
る
。

こ
の
常
陸
川
魚
道
の
運
用
に
は
六
つ
の
問
題

点
が
あ
る
こ
と
を
、撮
影
作
業
を
通
し
て
発
見

し
た
。
一
つ
は
水
位
計
の
ず
れ
で
あ
る
。
運
用

の
ル
ー
ル
は
当
初
、
上
流
が
下
流
よ
り
10
セ
ン

チ
高
い
時
（
水
位
差
10
セ
ン
チ
）
に
魚
道
の

ゲ
ー
ト
が
開
き
、
下
流
側
の
水
位
が
下
が
り

き
っ
た
後
上
が
っ
て
き
て
水
位
差
30
セ
ン
チ
で

閉
じ
、
下
流
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
後
下
が
っ
て

き
て
再
び
上
流
よ
り
10
セ
ン
チ
低
く
な
っ
て
開

く
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
下
流
の
水
位
が
上

流
よ
り
10
セ
ン
チ
か
ら
30
セ
ン
チ
以
上
低
い

時
の
み
開
く
。
こ
の
時
の
流
れ
は
速
く
、
海
側

か
ら
生
物
が
遡
上
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
も

開
く
の
は
昼
間
の
み
で
夜
間
は
閉
じ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
で
は
ま
ず
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、
２
０
２
２
（
令

和
４
）
年
度
か
ら
水
位
差
10
セ
ン
チ
で
開
く
の

は
同
じ
だ
が
、
水
位
差
0
セ
ン
チ
で
閉
じ
、
夜

間
も
開
く
ル
ー
ル
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
下
流
の

水
位
が
上
昇
し
て
上
流
と
下
流
の
水
位
が
同

じ
に
な
っ
て
流
れ
が
な
く
な
る
ま
で
は
魚
道
が

開
い
て
い
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。
し
か

し
実
際
は
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
原
因
は
水

位
計
に
あ
っ
た
。

魚
道
の
撮
影
の
準
備
の
た
め
、
常
陸
川
水
門

の
管
理
事
務
所
で
魚
道
の
操
作
予
定
な
ど
を

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
時
に
、
奇
妙
な
こ
と
に

気
が
付
い
た
。
操
作
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
河
川
の

水
位
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
来

等
し
い
は
ず
の
河
川
の
上
流
の
水
位
の
値
と

魚
道
の
出
口
（
上
流
）
の
水
位
の
値
が
異
な
っ

て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
河
川
の
下
流
の
水
位
と

魚
道
入
口
（
下
流
）
の
水
位
の
値
が
異
な
っ
て

い
た
。
魚
道
上
流
側
の
水
位
表
示
は
河
川
上

流
側
の
水
位
よ
り
10
セ
ン
チ
高
く
、
魚
道
下

流
側
の
水
位
表
示
は
河
川
下
流
側
の
水
位
よ

り
15
セ
ン
チ
高
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
、
魚
道
上
流
側
の
水
位
は
本
来
の

水
位
よ
り
常
に
10
セ
ン
チ
高
く
、下
流
側
は
常

に
15
セ
ン
チ
高
く
魚
道
運
用
シ
ス
テ
ム
に
入
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
水
位
差
0
セ
ン
チ

ま
で
魚
道
を
開
い
て
い
る
つ
も
り
が
、
実
は
水

位
差
5
セ
ン
チ
で
水
門
を
閉
じ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
実
際
に
撮
影
の
時
に
は
、
流
れ
が
か
な

り
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
魚
道
が
閉
じ
て
い
た
。

2022年から霞ヶ浦アカデミーは常陸川水門魚道の撮影をしてい
る。その過程で、シラスウナギが霞ヶ浦へ入ることを阻害している
六つの問題が判明した。果たして問題を解消して、シラスウナギを
霞ヶ浦へ招き入れることはできるのか？ これまでの経過を連載し
て報告する。

常陸川
水門は
ここ

行け！シラスウナギ
―魚道改善物語―

森 保文

は
じ
め
に

常
陸
川
水
門
魚
道

六
つ
の
問
題

図１ 常陸川水門の場所
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図２ 下流水位が高い時はゲートは閉じている

図３ 下流水位が低い時のみゲートは開く

上
流

魚道
ゲート
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第
二
の
問
題
は
、
こ
の
水
位
計
の
ず

れ
に
も
関
係
す
る
の
だ
が
、魚
道
上
流

側
の
水
位
が
Ｙ
Ｐ
1
・
3
メ
ー
ト
ル
を

一
瞬
で
も
超
え
る
と
、
魚
道
を
閉
じ

る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

常
陸
川
水
門
は
霞
ヶ
浦
の
水
位
を
Ｙ

Ｐ
1
・
1
か
ら
1
・
3
メ
ー
ト
ル
で
管

理
し
て
い
る
。
風
が
吹
い
て
波
が
立
つ

と
、
水
位
は
簡
単
に
10
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

は
上
下
す
る
。さ
ら
に
水
位
計
に
ず
れ

が
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
Ｙ
Ｐ
1
・
2

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
も
運
用
シ
ス
テ
ム

は
Ｙ
Ｐ
1
・
3
メ
ー
ト
ル
と
認
識
し
て

い
て
、
簡
単
に
魚
道
は
閉
じ
て
し
ま
う
。

昼
間
で
あ
れ
ば
係
員
の
方
が
魚
道
の

水
位
表
示
が
Ｙ
Ｐ
1
・
3
メ
ー
ト
ル
以

下
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
再
度

魚
道
を
開
く
操
作
が
で
き
る
が
、
夜

間
は
一
度
閉
じ
れ
ば
、
朝
に
係
の
方
が

出
勤
し
て
気
づ
く
ま
で
閉
じ
た
ま
ま

と
な
る
。

第
三
の
問
題
は
、
常
陸
川
水
門
が
開

い
た
日
に
は
、魚
道
を
終
日
閉
じ
る
こ

と
で
あ
る
。
大
雨
が
降
っ
て
霞
ヶ
浦
の

水
位
が
上
昇
し
た
時
は
、
常
陸
川
水

門
を
開
い
て
水
を
流
し
て
水
位
を
下

げ
る
。
よ
ほ
ど
の
大
雨
で
な
い
限
り
、

常
陸
川
水
門
を
開
く
の
は
昼
間
の
み

で
、
夕
方
に
は
水
位
が
十
分
に
下
が
っ

た
状
態
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

魚
道
は
夜
間
も
閉
じ
た
ま
ま
と
な
る
。

第
四
の
問
題
は
、
引
き
潮
で
水
位
が

下
が
っ
て
く
る
時
に
、
水
位
差
10
セ
ン

チ
で
ゲ
ー
ト
を
開
く
設
定
で
あ
る
。

ゲ
ー
ト
の
下
流
側
に
滞
留
し
て
い
た

魚
た
ち
は
、
ゲ
ー
ト
が
開
い
た
時
の
速

い
流
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
押
し
流
さ
れ

上
流
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
の
問
題
は
、
下
流
の
水
位
が
Ｙ

Ｐ
0
・０
６
メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
る
と
、

な
ぜ
か
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
潮
の
時
に

は
潮
も
満
ち
引
き
が
大
き
く
な
る
の
で
、干
潮
の
時
に

は
、
し
ば
し
ば
水
位
は
Ｙ
Ｐ
0
・
０
６
メ
ー
ト
ル
よ
り
下

が
る
。
昼
間
で
あ
れ
ば
、
徐
々
に
水
位
が
上
が
っ
て
Ｙ
Ｐ

0
・
０
６
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
時
に
係
員
さ
ん
が
ゲ
ー

ト
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
夜
間
は
閉
じ
た
ま
ま

と
な
る
。
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
大
潮
の
夜
間
に
上
っ
て
く

る
の
で
、
肝
心
の
時
に
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

第
六
の
問
題
は
、
最
も
大
き
な
問
題
で
下
流
の
水
位

が
上
流
よ
り
高
い
時
に
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
上
げ
潮
に
乗
っ
て
上
っ
て
く
る
の
で
、

多
く
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
上
っ
て
き
た
時
に
は
す
で
に

ゲ
ー
ト
が
閉
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
海
水
を
上

流
に
入
れ
な
い
た
め
だ
が
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
海
水

を
入
れ
ず
に
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
通
す
方
法
が
あ
り
、
こ

れ
を
我
々
は
国
土
交
通
省
に
提
案
し
て
い
る
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
泳
ぐ
力
が
弱
く
、
夜
間
に
上
げ
潮

に
乗
っ
て
霞
ヶ
浦
へ
上
っ
て
く
る
。
魚
道
の
流
れ
が
速
い

こ
と
や
夜
間
に
水
門
が
閉
じ
て
い
る
こ
と
は
、
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
の
遡
上
に
と
っ
て
致
命
的
で
あ
る
。
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
は
成
長
す
る
と
ク
ロ
コ
と
な
り
、
そ
の
後
ウ
ナ
ギ

と
な
る
。
ク
ロ
コ
に
な
る
と
泳
ぐ
力
は
強
く
な
る
が
、

霞
ヶ
浦
に
入
れ
な
か
っ
た
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
多
く
は
ク
ロ

コ
に
な
る
前
に
他
の
魚
に
食
べ
ら
れ
る
な
ど
し
て
死
ん

で
し
ま
う
。

魚
道
の
撮
影
を
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
で
考
え
始
め
た

の
は
、
２
０
２
０
（
令
和
2
）
年
2
月
16
日
に
霞
ヶ
浦

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
に
つ

い
て
の
座
談
会
だ
っ
た
気
が
す
る
。
監
事
の
浜
田
篤
信

さ
ん
が
霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ
の
話
を
さ
れ
て
、
そ
の
中
で

常
陸
川
水
門
魚
道
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
で

魚
道
を
通
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
観
察
会
を
し
て
は
ど

う
か
と
提
案
し
た
。
国
土
交
通
省
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
、
２

０
１
９
（
平
成
31
）
年
3
月
の
国
土
交
通
省
の
魚
道
に

つ
い
て
の
検
討
会
で
、
今
後
の
予
定
と
し
て
夜
間
を
含

め
た
自
動
運
転
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
を
知
っ
て
い

た
が
（
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
，
常
陸
川
水

門
魚
道
試
験
運
用
検
討
会
第
3
回
検
討
会
資
料

２

０
１
９
年
3
月
8
日
）
、ほ
ぼ
１
年
た
っ
て
い
る
の
に
夜

間
に
開
い
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
で
夜
間
に
魚
道
を
観
察
す
る

申
し
入
れ
を
す
れ
ば
、
計
画
が
動
き
出
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
目
論
見
も
あ
っ
た
。

理
事
の
伊
藤
秀
真
さ
ん
が
さ
っ
そ
く
河
川
事
務
所
波

崎
出
張
所
の
遠
藤
所
長
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
夜
間
の

魚
道
の
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。観
察

会
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
だ
っ
た
。シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
は
２
月
、３
月
に
多
く
が
の
ぼ
っ
て
く
る
の
で
す
で

に
時
期
が
遅
く
、
ま
た
コ
ロ
ナ
の
感
染
爆
発
が
問
題
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
観
察
会
は
来
年
に
向
け
て
準
備
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

12
月
に
な
り
、
遠
藤
所
長
と
改
め
て
話
を
し
、
２

０
２
１
（
令
和
３
）
年
２
月
に
は
伊
藤
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
申
請
書
を
河
川
事
務
所
に
提
出
す
る
運

び
と
な
っ
た
が
、
３
月
に
な
っ
て
、
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
度
か
ら
運
用
段
階
に
な
る
（
お
そ
ら
く
完
全

に
自
動
運
転
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
決
定
か

ら
実
施
ま
で
に
3
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
）
の
で
、

そ
の
時
に
検
討
す
る
と
の
返
事
を
も
ら
い
、
ま
た
１

年
以
上
延
び
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

常
陸
川
水
門
と
そ
の
魚
道
は
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
が
管
理
し
て
い

る
。
魚
道
の
撮
影
に
は
、
河
川
事
務
所
と
の
関
係
作

り
が
欠
か
せ
な
い
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
11
月
11
日
に
霞
ヶ
浦
ア

カ
デ
ミ
ー
は
「
行
方
市
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
出
店

し
カ
ヌ
ー
教
室
お
よ
び
漁
業
体
験
を
行
な
っ
た
。
偶

然
と
な
り
の
ブ
ー
ス
に
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
が
出

店
し
て
い
て
、
理
事
の
額
賀
勝
男
さ
ん
が
声
を
か
け

た
。
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
常
陸
川
水
門
と
魚
道

の
見
学
を
考
え
て
い
て
、
こ
の
件
を
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
で
き
そ
う
な
感
触
を
得
た
。
２
０
１
９
年
9
月

22
日
に
見
学
が
実
現
し
た
。前
述
の
よ
う
に
こ
の
後

か
ら
本
格
的
に
魚
道
の
観
察
会
計
画
が
動
き
出
す

こ
と
に
な
る
。

撮
影
前
夜

１１ 霞ヶ浦アカデミー会報「海夫通信」53号

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所
と
の
か
か
わ
り
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編
集
後
記

今
号
は
「
大
学
生
が
動

く
、
地
域
と
自
然
の
あ
い

だ
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、

若
い
2
人
の
事
例
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
の
自
然
環
境
を
ど

う
守
り
、
ど
う
活
か
し
て
い

く
か
考
え
て
い
く
と
き
に
、

次
の
世
代
が
何
を
し
て
い

る
か
、
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
を
学
ぶ
こ
と
は
有
意
義

で
は
と
考
え
て
、
今
回
の

企
画
に
至
り
ま
し
た
。
前

号
を
編
集
す
る
前
か
ら
こ

の
企
画
を
温
め
、
準
備
を

し
て
き
て
、
こ
う
や
っ
て
編

集
を
終
え
ら
れ
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
全
体
を
通
し

て
も
読
み
や
す
い
号
に
で

き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
海
夫

通
信
53
号
が
完
成
し
た
こ

と
に
感
謝
で
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
と
、
今
号
は
久
し

ぶ
り
の
12
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
よ
り
4

ペ
ー
ジ
多
く
、
読
み
応
え

た
っ
ぷ
り
で
す
。

（
菊
地
章
雄)

森林インストラクター
山菜ソムリエ

山田 証

この活動は本田記念財団の助成金を受けて行っています。

連載第６回

野草キッチン
〜夏に美味しい
ナンバーワン野草～

クワ

カキ

海夫通信では、掲載する原稿・写真を、みなさまから募集していま
す。昔の霞ケ浦の様子や、庭にいた珍しい生き物、お気に入りの自
然スポット、本の感想などテーマを問わず原稿をお寄せください。

（
表
紙
イ
ラ
ス
ト
）
夏
野
か
な
せ
み
・
（
表
紙
の
文
章
）
瀬
川
正
明
・
（
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
）
菊
地
章
雄

日
本
全
国
の
野
草
を
食
べ
な
が
ら

旅
を
す
る
、
山
菜
ソ
ム
リ
エ
の
山
田

証
で
す
。
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
の
皆

さ
ん
と
も
、
野
草
や
ド
ン
グ
リ
と
い
っ

た
、
自
然
の
食
べ
物
に
触
れ
合
う
イ
ベ

ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
が
、
流
通
経
路

で
や
っ
て
く
る
現
代
。
食
料
難
、
防
災

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
の
時
代
で

は
特
に
、
身
の
回
り
の
自
然
の
も
の

の
活
用
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
夏
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
、

僕
が
全
野
草
中
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
美

味
し
さ
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
野
草

を
紹
介
し
ま
す
。
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク

で
す
。
写
真
の
よ
う
な
特
徴
的
な
花

を
咲
か
せ
る
の
で
素
人
で
も
見
分
け

や
す
く
、
本
当
に
美
味
し
い
野
草
だ

と
思
い
ま
す
。
僕
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

企
画
で
今
ま
で
食
べ
た
中
で
最
も
美

味
し
か
っ
た
野
草
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を

付
け
て
み
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
を
堂
々
の
一
位
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
く

ら
い
美
味
し
い
の
に
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
野
草
で
す
。
ベ
ニ
バ
ナ
ボ

ロ
ギ
ク
は
、ア
フ
リ
カ
原
産
の
野
草
で
、

都
市
部
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
夏
の

暑
い
時
期
に
花
を
咲
か
せ
、
柔
ら
か

い
部
分
だ
け
を
摘
み
取
っ
て
、
汁
物

な
ど
の
具
に
し
ま
す
。
ま
る
で
高
級

な
春
菊
の
よ
う
な
味
わ
い
が
あ
り
、

一
度
食
べ
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で

す
。
ボ
ロ
ギ
ク
と
い
う
名
前
の
由
来

は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
綿
毛
を

つ
け
る
姿
が
ボ
ロ
を
ま
と
っ
た
よ
う

に
見
え
る
か
ら
、
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。

同
じ
よ
う
に
こ
の
ボ
ロ
ギ
ク
の
名
前

を
冠
す
る
も
の
は
、日
本
で
は
、ダ
ン

ド
ボ
ロ
ギ
ク
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
で
す
。
ノ

ボ
ロ
ギ
ク
は
、
ピ
ロ
リ
ジ
ジ
ン
ア
ル
カ

ロ
イ
ド
と
い
う
毒
成
分
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
毒
草
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
僕
は
実
は
昔
は
、

ノ
ボ
ロ
ギ
ク
を
好
ん
で
食
べ
て
い
た

の
で
す
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
毒
草
と

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

自
由
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
残

念
に
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

実
は
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
に
限
ら
ず
、
多
く

の
野
草
に
は
ピ
ロ
リ
ジ
ジ
ン
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肝
毒
性
が

あ
る
の
で
す
。
大
量
に
食
べ
る
こ
と

で
肝
中
心
静
脈
血
栓
症
や
肝
癌
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
フ
キ
や
ツ
ワ
ブ
キ

が
ア
ク
抜
き
が
必
要
な
理
由
で
も

あ
る
そ
う
で
す
。
ど
ん
な
野
草
で

あ
っ
て
も
、
大
量
に
食
べ
る
こ
と
は
Ｎ

Ｇ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
毒
草
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
味
し
す
ぎ
て
大

量
に
食
べ
て
し
ま
い
が
ち
な
ベ
ニ
バ
ナ

ボ
ロ
ギ
ク
、
ど
う
か
十
分
に
気
を
付

け
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
ベ
ニ
バ
ナ

ボ
ロ
ギ
ク
の
見
分
け
方
と
食
べ
方
の

動
画
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
の
で
、良
か
っ
た
ら
ご
参
考

下
さ
い
。

ベニバナボロギク
※ 野草の見分けや採取、調理や摂取は自己責任にて、お願いします。
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